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Ⅰ サマリー 

プロジェクト概要 

「空飛ぶクルマ」の社会実装に向けた動きが加速している。しかし、現在の議論では、空

飛ぶクルマがより高頻度・高密度に利用される状況を視野に入れた社会制度設計や、社会受

容性についての根本的な検討が不足している。空飛ぶクルマが広範に社会に普及するために

は、低エネルギー負荷、スマートモビリティとしてのサービス実現、運航に不可欠な施設・

構造物などのインフラ構築に加えて、都市交通政策に照らした考察や倫理的課題、法制度等

の諸課題についても俯瞰的な考察が求められる。これらの複合的な課題を解決することなし

に、空飛ぶクルマは私たちの幸福（ウェルビーイング）に貢献する移動手段として受容され

ることは難しいと考える。本プロジェクトでは、人文社会系と自然科学系の研究者が協働し、

空飛ぶクルマが社会インフラとして実装される上での前提条件として克服されるべき「倫理

的・法制度的・社会的課題（ELSI）」を予見的に明らかにすることを目指した。 

〈参画・協力機関〉 
 九州大学、一橋大学、横浜国立大学、明治大学、九州電力総合研究所、九州電力総合技術研

究所、東京海上日動火災保険株式会社航空保険部、ANA ホールディングス デジタル・デザ

イン・ラボ エアモビリティ事業化プロジェクト、株式会社トルビズオン 

〈キーワード〉 
 空飛ぶクルマ、社会受容性、持続可能性、ELSI 課題 

結果・成果の概要 

国内外で「空飛ぶクルマ」の社会実装に向けた動きが加速しているが、現在の議論では、

「空飛ぶクルマ」という移動手段が高頻度・高密度で利用されることを視野に入れた社会制

度設計と、そこでの「社会受容性」についての根本的な検討が不足している。 
「空飛ぶクルマ」が「責任あるモビリティ」として社会に受容されるためには、①低エネ

ルギー負荷、②「スマートモビリティ」としてのサービス実現、③運航に不可欠な施設・構造

物等のインフラ構築、④都市交通政策に照らした考察、⑤倫理的側面、⑥法政策形成などの

諸課題を同時並行的に解決するために、多様な社会の構成員が参加する「場（いわゆる「ハ

イブリッド・フォーラム」）」が設けられ、これらの諸課題を粘り強く解決する努力を積み重

ねることが必要である。 
そして、そのような「ハイブリッド・フォーラム」で、産学官民の幅広いアクターが、「空

飛ぶクルマ」を導入する上での目的、実現すべき価値などを議論するためには、「空飛ぶクル

マ」によって実現したい価値や、乗り越えないといけない課題について議論する共通の素材

が必要となる。そこで、本研究では、「空飛ぶクルマ」に関する様々な課題（環境、エネルギ

ー、情報システム、都市計画、社会インフラ、地域交通政策、法政策形成など）を整理した

「チェックリスト」の作成を目指した。 

（1）「空飛ぶクルマ」が「責任あるモビリティ」として社会に受容されるための課題の整理 
「空飛ぶクルマ」が、「責任あるモビリティ」として、真の意味で社会受容され、私たちの

幸福（ウェルビーイング）に資するためには、様々な ELSI および RRI に関する課題が同時

並行的に解決されなければならない。しかしながら、わが国における「空飛ぶクルマ」に関

する「社会受容性」の議論を観察すると、「危ない」「怖い」「うるさい」といった内容を超え

るものは示されてこなかった。 
しかし、「空飛ぶクルマ」が社会実装されれば、例えば、「景観」の問題や、「空飛ぶクルマ」
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という新しい移動手段（モビリティ）のインフラ構築等における社会的な合意形成のあり方

などに加えて、新しいモビリティが社会的な格差を増大させたり、社会的な分断を拡大させ

たりする可能性もある。そこで、本研究では、「空飛ぶクルマ」に関する様々な課題（環境、

エネルギー、情報システム、都市計画、社会インフラ、地域交通政策、法政策形成など）を包

括的かつ多面的に検討することを目指した。 

（2）「空飛ぶクルマ」について、社会の多様な構成員が集って熟議を行う「ハイブリッド・

フォーラム」の構築に向けた取り組み 
「空飛ぶクルマ」の社会実装が本格化すれば、20 世紀に自動車や航空機が社会に広く普及

することにより、私たちの生活様式や社会環境が変容したことに匹敵する影響が生じる可能

性がある。そのようなインパクトを有しうる移動手段（モビリティ）が社会に適切に根づく

ためには、機体、運航管理、離着陸場等の様々な要素技術のイノベーションに加え、「空飛ぶ

クルマ」が周辺産業を含む社会の幅広い構成員（アクター）によって受容されることが不可

欠である。 
そして、「空飛ぶクルマ」の「社会受容性（社会的受容可能性）」を高めるため、産学官民の

幅広いアクター（とりわけ「市民」）が集うプラットフォームとしての「場」（いわゆる「ハイ

ブリッド・フォーラム」）を構築するとともに、「空飛ぶクルマ」がもたらす様々なメリット

とデメリットについて、当該フォーラムに集うアクターが互いに尊重し合いながら、粘り強

い議論（いわゆる「熟議」）を積み重ねることが必要である。このような目標を実現するため、

本研究では、「ハイブリッド・フォーラム」を実際に構築するための実践を行なった。 

（3）空飛ぶクルマ」に関する様々な課題（環境、エネルギー、情報システム、都市計画、社

会インフラ、地域交通政策、法政策形成など）を整理した「チェックリスト」の作成 
「空飛ぶクルマ」を社会実装するためには、産学官民の幅広いアクターが集い、それぞれ

の地域課題に即した「熟議」を行う「ハイブリッド・フォーラム」が作られることが望ましい

とともに、そこで「熟議」を行うためには、「空飛ぶクルマ」を導入する上での目的、実現す

べき価値などを議論するための共通の素材が必要となる。 
そこで、本研究では、「空飛ぶクルマ」の「社会受容性」に関する様々な課題（環境、エネ

ルギー、情報システム、都市計画、社会インフラ、地域交通政策、法政策形成など）を整理し

たチェックリストを作成した。「空飛ぶクルマ」を取り巻く技術環境や社会環境は刻一刻と変

化していくから、このチェックリストは、各地域における議論の進捗状況を踏まえながら、

アジャイル（機敏）な形でアップデートしていくべきであり、本研究プロジェクト終了後も、

そのプロセスを着実に維持していきたい。 

問い合わせ先 

九州大学大学院法学研究院教授 
小島 立 
Email: kojima[at]law.kyushu-u.ac.jp 
 

Summary 

  Social implementation of UAM (Urban Air Mobility) is accelerating. In the current 
discussion, however, there is a lack of fundamental examination of institutional design 
and social acceptability where flying cars are used more frequently and densely. For the 
widespread use of UAM, it is necessary to consider not only the low energy load, the 
realization of smart mobility services, and the construction of infrastructure that is 
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essential for operation, but also to consider various issues from the perspective of urban 
transportation policies, and an ethical and legal point of view. Without solving these 
complex issues, it will be difficult for UAM to be widely accepted as a mode of 
transportation that contributes to our well-being. In this project, researchers from the 
humanities and social sciences and natural sciences collaborated to anticipate, clarify and 
overcome these “Ethical, Legal, and Social Issues” (ELSI) as a prerequisite for the 
successful implementation of UAM as social infrastructure. 

〈Joint R&D Organizations〉 
  Kyushu University; International Christian University; Yokohama National University; 

Meiji University; Kyushu Electric Power Research Institute; Aerospace Department, 
Production Section, Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co., Ltd.; Air Mobility 
Project, Digital Design Lab, ANA Holdings Inc.; TrueBizon 

〈Key words〉 
  Urban Air Mobility; Social Acceptability; Sustainability; Ethical, Legal and Social issues 

(ELSI) 
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Ⅱ 本編 

1．プロジェクトの目標と背景 

1-1．プロジェクトの達成目標 
本プロジェクトは、「空飛ぶクルマ」が私たちの社会インフラとして受容されるために必ず

克服されるべき「倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）」を予見的に明らかにすることを目

標とする。「空の移動革命に向けた官民協議会」（以下、「官民協議会」という）は、「空飛ぶク

ルマ」を「短中距離を自動で飛行して、安全かつ安価に人や物を移動させられる機体やサー

ビス」の提供を行うものと定義するとともに、2025 年の大阪・関西万博での実用化を目指し

ているたが、「空飛ぶクルマ」の初期の社会実装は、機体性能等の観点から、都市内・地域内

の局所的なものとなる。しかし、2040 年には、その市場規模は全世界で 130 兆円に及ぶとい

う試算がなされるなど、都市間・地域間をオンデマンドで移動可能な移動手段に発展するポ

テンシャルを秘めている。 
将来的に「空飛ぶクルマ」の技術水準が向上するとともに、種々の技術的課題が解決され、

より広範に社会への普及が目指される場合には、「空飛ぶクルマ」という移動手段がもたらす

「累積的（cumulative）」な結果（より多数、高頻度、高密度の利用）を視野に入れた社会制

度設計が必要不可欠となる。ELSI の問題関心に照らせば、「空飛ぶクルマ」は、社会の幅広

い構成員の幸福（ウェルビーイング）に資するとともに、エネルギー負荷や環境負荷の観点

に照らして持続可能な移動手段である必要がある。これらの観点から、「空飛ぶクルマ」は、

①エネルギー負荷が低いこと、②安心かつ利便性の高い「スマートモビリティ」のサービス

が提供されること、③「空飛ぶクルマ」に関する施設・構造物等（「コリドー」（道路に相当す

る「空中回廊」）や「バーティポート」（垂直離着陸場所）など）が適切な合意形成のもとに整

備されること、などの複合的な課題を同時に解決しなければならない。 
「空飛ぶクルマ」という移動手段が社会インフラ化すれば、私たちの生活環境、都市環境、

国土利用などにも不可逆的な影響が及ぶ。本提案は、「空飛ぶクルマ」が社会実装される場合

に生じうる領域横断的課題を検討するため、俯瞰的な形で、④都市交通政策に照らした「空

飛ぶクルマ」のあるべき姿、⑤「空飛ぶクルマ」の倫理的側面、⑥「空飛ぶクルマ」に関する

法政策形成についても考察する。 
「空飛ぶクルマ」は、上記①～③に代表される移動手段に関する普遍的課題と上記④～⑥

に掲げた複合的な課題を、社会普及に先立って同時に解決できなければ、貧富の差などに関

わらず、すべての人たちの幸福に貢献するとともに、社会的に受容される形で実装されるこ

とを期待できない。 
 

カテゴリ 

 ELSI への具体的な対応方策の創出 
 共創の仕組みや方法論の開発 
 トランスサイエンス問題の事例分析とアーカイブに基づく将来への提言 
 その他（新型コロナウイルス感染症など新興感染症に関する研究開発） 

 

1-2．研究開発の対象・テーマ、その意義と背景 
 【具体的な研究開発の対象】本研究の対象は、「空飛ぶクルマ」を私たちの幸福に資する形

で広範に社会実装できるのか、そして、仮に社会実装を進める場合に、その過程で複合的に

生じる ELSI 課題をいかに乗り越えるべきなのかを明らかにすることである。そのために、

本提案は、①「空飛ぶクルマ」の低エネルギー負荷、②「スマートモビリティ」としての「空
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飛ぶクルマ」のサービス実現、③「空飛ぶクルマ」に不可欠な施設・構造物等のインフラのあ

り方に関する研究の柱を設定した。さらに、④都市交通政策に照らした「空飛ぶクルマ」の

あるべき姿、⑤私たちの幸福に資する「空飛ぶクルマ」の倫理的課題、⑥ELSI を踏まえた「空

飛ぶクルマ」の社会実装に向けた法政策形成のあり方からなる俯瞰的考察を並行して進め、

「空飛ぶクルマ」に関する複合的な ELSI 課題とその解決策の提示を模索した。 
【本提案の想定するアウトプット】本提案は、「空飛ぶクルマ」が幅広く社会実装される方

向性が目指される可能性を見据え、「空飛ぶクルマ」が幅広い社会の構成員の幸福に資する移

動手段になるための要件とその課題解決に向けた道筋を学術研究の立場から明らかにし、そ

れを提言（ホワイトペーパー）として取りまとめ、社会実装の際に必ず克服されるべき「チ

ェックポイント」として世に示すことを目指した。 
【本提案の本研究開発プログラムにおける位置付け】本提案が対象とする「空飛ぶクルマ」

は、人間にとって不可欠の移動手段に関わる。それが「スマート技術」を伴う形で社会実装

されれば、自動車や航空機と同等以上の社会的インパクトをもたらす可能性もある。人間に

とって根源的な存在である移動手段を私たちの幸せに資する形で社会実装できるか否かとい

う本提案の研究内容は、未来社会をデザインする上での試金石となる点で、本研究開発プロ

グラム全体への貢献が期待される。 
【本提案の意義、必要性とその背景】仮に「空飛ぶクルマ」が社会インフラ化すれば、20

世紀に自動車や飛行機が広範に普及し、「モータリゼーション」のような形で私たちの生活や

世界観を劇的に変えたことに匹敵するインパクトを有する可能性がある。そのような潜在性

を秘めた移動手段の社会実装の舵取りを誤れば、それらの前例が安全、環境、社会構造など

の点で大きな影響を与えたことに鑑みると、私たち人類にとって取り返しのつかない不可逆

的な負の結果をもたらすことにもなりかねない。「空飛ぶクルマ」の広範な社会実装が視野に

入りつつある今こそ、その可能性とリスクを的確に把握し、将来的に生じうる課題の解決策

を予見的に探求することが待ったなしの状況である。 
【研究開発の着眼点や問題設定の独創性・挑戦性】本提案は、九州大学で進む超伝導モー

タを活用した電動航空機の世界最先端の研究開発が起点となっている。そして、本提案が超

伝導技術等の研究開発と並走しているがゆえに、これらの技術が実装される過程で「空飛ぶ

クルマ」が広範に社会インフラ化する場合を視野に入れた ELSI 課題を予見的に検討すると

いう挑戦的な課題設定を可能にしている。 
【研究開発の方法やアプローチの独創性・挑戦性】本提案は、人文社会科学と自然科学系

の研究者が協働し、学内外の連携組織と議論を進めるとともに、研究開発と社会実装の実態

を踏まえながら「空飛ぶクルマ」についての学際的・文理融合的な ELSI 課題を研究するこ

とに独創性と挑戦性が認められる。 
【研究開発の実施体制の挑戦性、マネジメント上の工夫】本提案の実施体制構築に当たっ

ては、2020 年度の企画調査で研究に従事した九州大学の研究者が引き続き加わるとともに、

エネルギー負荷と経済合理性、運航制御などの観点について学内の研究者を増強した。さら

に、都市交通政策、倫理的側面、法政策形成などの俯瞰的課題に対応するため、他大学から

適任と思われる研究者の参画を得た。今回のチーム編成により、「空飛ぶクルマ」の ELSI 課
題について包括的に目配りできる体制を構築できた。また、2020 年度の企画調査を通じて関

係を構築した企業や政府自治体等とも連携した。 
研究を遂行する上では、研究チーム間で定期的な研究会を開催するとともに、学術的観点

からのシンポジウム、企業や政府自治体等の関係者とのワークショップ、一般市民を巻き込

んだサイエンスカフェ等の企画を定期的に開催し、社会の幅広い構成員の意見を汲み取りな

がら研究を進めた。 
【国内外の関連する研究開発や取り組みの動向との比較優位性】「空飛ぶクルマ」の社会実

装については、経済産業省と国土交通省が協働して官民協議会において議論が重ねられてき

たが、広範な社会実装や中長期的な普及を念頭に置いた検討には至っていない。本提案は、
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官民協議会の先の未来社会を見据え、学術的見地から、産官の知見を踏まえて検討を行う点

に意義を見い出せるとともに、このような「空飛ぶクルマ」に関する予見的な文理融合研究

は国内外において類例がない点も特徴である。 
【想定する研究開発成果のインパクトの大きさ】「空飛ぶクルマ」が広範に社会実装されれ

ば、20 世紀における自動車や航空機などが社会に与えたインパクトに匹敵する影響が予想さ

れる。その新しい移動手段が私たちに幸福をもたらす形で実装されなければ、将来世代に取

り返しのつかない負の結果をもたらしかねない。その点で、「空飛ぶクルマ」についての予見

的 ELSI 研究は、未来社会の重要課題の成否を占う試金石になりうるとともに、人文社会系

の研究に新たな方向性を示すことにもなりうる。 
【日本という場の意義や特性を踏まえた上で、グローバルに通用する普遍的な価値の形成

や国際的な展開につなげるための工夫】「空飛ぶクルマ」の社会実装は、離島、過疎、限界集

落などの日本が抱える地域課題の解決に資する可能性がある。また、世界的には、いわゆる

途上国において激しい交通渋滞を抱える大都市、交通インフラの整備が進んでいない地域は

多く存在しており、「空飛ぶクルマ」は、これらにおける移動を劇的に改善する可能性を秘め

た移動手段と言える。 

1-3．プロジェクトが考察する根源的問い 
「空飛ぶクルマ」という新しい移動手段は、私たち人類の利便性を飛躍的に向上させる可

能性はあるものの、私たちを本当に幸せにするのだろうか。この新しい移動手段の出現と普

及によって、私たちは何か大切なものを失うことはないのだろうか。そして、「空飛ぶクルマ」

の社会実装が進んだ場合に、エネルギー負荷が低く、利用者にとって安心かつ利便性の高い

サービスが提供され、かつ、運航するための社会インフラが適切に整備されるためには、私

たちはどのような諸課題と向き合い、それらの課題解決をどのように社会的な合意を形成し

ながら進めていけばよいのだろうか。 

1-4．プロジェクトの先に見据える将来展望 
【プロジェクトの成果が、「誰」に、「どのように」活用されるか】本提案の成果は、「空飛

ぶクルマ」の社会実装が検討される際に必要不可欠な ELSI 課題の「チェックリスト」とそ

れらに対する解決策を学術的見地からまとめた提言として社会に示すことを目指している。

そして、その提言は、「空飛ぶクルマ」の研究開発と社会実装に関わる研究者、事業者、政府・

自治体等の関係者および一般市民が、それぞれの立場で ELSI 課題を見つけ出し、解決策を

模索する際に活用されることが期待される。 
【責任ある研究・イノベーション（RRI）の普及・定着のあるべき状態】「空飛ぶクルマ」

の研究開発と社会実装に関わる研究者、事業者および政府・自治体等の関係者が集い、RRI の
観点を踏まえて「空飛ぶクルマ」の ELSI 課題について幅広く議論するプラットフォームが

構築されることを目指したい。そして、本提案の研究メンバーが、当該プラットフォームに

おける議論で主導的役割を果たし、それぞれの専門知の観点から「空飛ぶクルマ」の ELSI 課
題を踏まえた社会実装を牽引することが期待される。 

2．研究開発の実施内容 

2-1．実施項目 
■項目 1：低エネルギー負荷の持続可能な移動手段としての「空飛ぶクルマ」実現に向けた課

題解決 
■項目 2：「スマートモビリティ」としての「空飛ぶクルマ」の情報システムについて 
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■項目 3：「空飛ぶクルマ」に関係する施設・構造物等の整備と生活環境の調和 
■項目 4：都市交通政策に照らした「空飛ぶクルマ」のあるべき姿 
■項目 5：「空飛ぶクルマ」が社会受容されるための倫理的側面 
■項目 6：都市交通政策に照らした「空飛ぶクルマ」のあるべき姿 

2-2．実施内容 

■項目 1：低エネルギー負荷の持続可能な移動手段としての「空飛ぶクルマ」実現に

向けた課題解決 
「空飛ぶクルマ」の必須構成要素の一つに、電動化技術が挙げられる。日本政府も、いわ

ゆる「グリーン社会」を達成するため、2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロ

にする「脱炭素社会」「カーボン・ニュートラル」の実現を目指している。したがって、自動

車や航空機を含むモビリティツール（交通具）の電動化の流れが国内外において加速するこ

とは確実である。 
また、航空業界も、2050 年にカーボン・ニュートラルを実現するという国際約束にコミッ

トしており、「空飛ぶクルマ」の社会実装においても、この観点を抜きに検討を進めることは

できない。このようなグローバルな取り組みが求められている「脱炭素」の観点については、

「空飛ぶクルマ」の社会実装において、脱炭素の要素をどのように制度的に組み込んでいく

べきか、市場メカニズム等をどのように活用すべきか、といったことが課題である。 
しかし、自家用車と同等の「空飛ぶクルマ」を垂直離着陸させる際には、一般家庭に換算

して数百戸分の電力が必要と言われる。「空飛ぶクルマ」が必要とするエネルギー量は、電気

自動車の 4 倍以上になるという試算もあるが 1、より具体的には、軽自動車並みの重量 800kg
の「空飛ぶクルマ」の機体に 4 人が搭乗する場合の総重量がほぼ 1 トンとなり、これを垂直

に離陸させようとすると、1 メガワット（一般家庭 200～300 戸分）の電力を必要とするな

ど、相当の電力消費量を必要とする 2。このように、「空飛ぶクルマ」は、バッテリー充電に

要する電力、または発電施設の運転に多大なエネルギーが必要であるため、「空飛ぶクルマ」

のライフサイクル CO2排出量は非常に大きく、それが私たちの環境に与えるエネルギー負荷

は決して小さくない。もし「空飛ぶクルマ」の広範な社会実装を望むのであれば、その動力

源が低エネルギー負荷であることは必要不可欠である。 
 「空飛ぶクルマ」が高エネルギー負荷であれば、安全性、利便性、経済合理性等を備え、

「スマートモビリティ」としてのサービス、運航に必要な施設・構造物等のインフラ整備の

観点などから評価できたとしても、持続可能な移動手段として社会受容されることは難しい。 
 そこで、項目 1 では、超伝導技術を含めた低エネルギー負荷の「空飛ぶクルマ」の研究開

発、「空飛ぶクルマ」が社会実装された場合の他の移動手段との関係でのエネルギー負荷の動

態分析、他の移動手段を含めた経済合理性等の観点を踏まえて、「空飛ぶクルマ」が社会に受

け入れられるための条件を分析した。 

（1）低エネルギー負荷の「空飛ぶクルマ」の研究開発の動向分析 
 「空飛ぶクルマ」を社会実装するためには、それが持続可能な移動手段であるべく、低エ

ネルギー負荷であることは必要不可欠である。そこで、「空飛ぶクルマ」の動力源を中心とし

た研究開発において、そのエネルギー負荷が社会実装に足るものであるのかということを見

極めなくてはならない。 
 九州大学では、現在、「空飛ぶクルマ」の必須構成要素である電動化技術に関して、超伝導

 
1 中野冠（監修）『空飛ぶクルマ――空のモビリティ革命に向けた開発最前線』（NTS、2020 年）110 頁。 
2 岩熊成卓「航空機の電気推進化、そして空飛ぶクルマへ」自動車技術会誌 76 巻 1 号（2022 年）115 頁。 
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電気推進システムについて世界最先端の研究が進められている。超伝導電気推進システムに

よる軽量かつ高効率・高出力の電動モータが「空飛ぶクルマ」に実装されれば、飛行速度、航

続時間等が飛躍的に上がり、「空飛ぶクルマ」による都市間・地域間の移動が現実的に視野に

入ってくる。 
 また、「空飛ぶクルマ」の実現には、上記の電動化技術と運航制御技術の成果を反映した機

体の開発も必要となる。前述のとおり、垂直離着陸には大出力が必要となるため、電気推進

システムの高性能化に加えて、機体それ自体の軽量化も課題となる。したがって、素材、接

着技術等の研究開発の動向も併せて見据えながら検討することが必要である。本提案では、

これらの「空飛ぶクルマ」に関する研究開発動向を常にウォッチしながら、技術開発と社会

ニーズに即した社会科学的研究を進めた。 

（2）エネルギー負荷と経済合理性を兼ね備えた「空飛ぶクルマ」の条件について 
 低エネルギー負荷の「空飛ぶクルマ」の研究開発は必須であるが、その社会実装を目指す

際には、機体や提供されるサービスの価格が事業者や消費者等に受容されなくてはならない。

また、近時、石炭火力発電のようなエネルギー負荷の高い発電に係る施設の建設等には、フ

ァイナンスや損害保険の適用が難しくなり、高エネルギー負荷の社会インフラの社会実装が

困難になりつつある現象も見られる。このような世界的趨勢に鑑みれば、「空飛ぶクルマ」の

研究開発および社会実装を行う際にも、エネルギー負荷の低いモビリティツールおよびモビ

リティサービスの開発が経済合理性の観点からも不可避になりつつある 3。 
 本提案では、「空飛ぶクルマ」がエネルギー負荷と経済合理性を両立させることができるの

か、それを両立可能にするための条件などについて、定量的なシミュレーションを行いなが

ら検討を進めた。その結果、エネルギー消費量の観点からは、「空飛ぶクルマ」に関する「カ

ーボン・フットプリント（CFP: Carbon Foot Print）」を正確に把握することが必要であると

ともに、とりわけ富裕層によるプライベートユースでは、「空飛ぶクルマ」がもたらす負の外

部性に対応すべく、受益者負担の観点から、脱炭素に向けた取り組みについて、炭素税やカ

ーボンクレジット等の市場メカニズムを活用することが必要ではないかという結論が導き出

された。 

■項目 2：「スマートモビリティ」としての「空飛ぶクルマ」の情報システムについて 
 仮に「空飛ぶクルマ」が広範に社会実装されれば、究極的には、運航に必要な様々なデジ

タルデータの収集、蓄積、解析等を踏まえて、無操縦者（オートパイロット）が目指される。 
また、「空飛ぶクルマ」には、オンデマンド型のサービス（旅客運送分野の仲介ビジネスであ

る「ライドシェア」）を実現する情報システムや「プラットフォーム」の構築が必要となる。

加えて、「空飛ぶクルマ」が広範に社会実装されると仮定した場合には、将来の移動手段およ

び交通手段のあり方に関する議論に徴すれば、“Mobility as a Service（MaaS）”の構成要素

の一つとして組み込まれることが予想される。MaaS とは、国土交通省「都市と地方の新た

なモビリティサービス懇談会」のウェブサイトの説明によると、「出発地から目的地までの移

動ニーズに対して最適な移動手段をシームレスに一つのアプリで提供するなど、移動を単な

る手段としてではなく、利用者にとっての一元的なサービスとして捉える概念」であり、地

域活性化や「まちづくり」の観点からもその動向が注目されている 4。 
 そこで、項目 2 では、様々な「スマート技術」を駆使した「スマートモビリティ」となる

 
3 Kasliwal, A., Furbush, N.J., Gawron, J.H. et al, Role of flying cars in sustainable mobility, Nat Commun 10, 

1555 (2019). 
4 MaaS の詳細については、日高洋祐＝牧村和彦＝井上岳一＝井上佳三『MaaS：モビリティ革命の先にある全産業のゲ

ームチェンジ』（日経 BP 社、2018 年）、『Beyond MaaS：日本から始まる新モビリティ革命―移動と都市の未来―』（日

経 BP 社、2020 年））。 
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ことが予想される「空飛ぶクルマ」を用いたサービスが、利用者にとって安心かつ利便性の

高いものとなるために必要な条件について検討を行なった。 

（1）運航制御システムに関する研究開発の動向分析 
 前述したとおり、「空飛ぶクルマ」の特徴の一つはオートパイロットであり、多種多様なデ

ータの提供を受け続けながら 3 次元を高速で飛行する。そこでは、天候の急変や障害物との

衝突回避などへの対応を含め、臨機応変に飛行ルートを変更するなど安定かつ洗練された運

航制御システムを必要とする。このためには、人工知能（AI）を含めた通信・分散制御のシ

ステム構築などが求められる 5。また、機体とインフラの関係では、電波の割り当て等の課題

のほかに、多数の機体の制御を行う上では、集中制御と分散制御をどのように組み合わせる

のかということに加えて、現在の航空管制との協働や棲み分け、自動運転の実現レベルとの

兼ね合いなどについても同時並行で検討を行った 6。 
 運航制御システムに関する技術的課題は、多様なデータの収集、分析、利活用等に関する

法的・倫理的問題、AI 等による判断が不測の事態を引き起こす場合の法的責任などの問題と

関係する。これらのデータや AI 等に関する問題は、下記（2）（3）とも密接な関係を有して

いる。 

（2）MaaS に対応した情報システム構築とデータ連携に関する課題 
 「空飛ぶクルマ」が社会に普及していく過程では、「ライドシェア」の形態が広く見られる

ことが予想されるとともに、そのようなサービスをオンデマンド型で利用できることに対応

できる情報システムの構築が必要となる。 
 この課題は上記（1）の運航制御システムとも関係する。前述したように、「空飛ぶクルマ」

が MaaS の一部を構成することになれば、他の公共交通機関はもとより、私たちが移動する

目的地や経由地の施設情報に加えて、信頼性の高いモビリティサービスのネットワークを構

築するという観点からは、地図、運航、運賃、事故、天候、保険等を含めた多種多様な情報が

システム上に反映されていなければならない 7。そのような多種多様な情報をベースに、利便

性や経済合理性などを踏まえて、私たちのニーズに即した MaaS の手段の一つとして「空飛

ぶクルマ」が選択されることになる。 
 MaaS の情報システム構築には、異業種の連携と多種多様なデータの集積が不可欠である
8。様々なアクターの有するデータのうち、協調的な形でシェアさせるものと競争的な形で囲

い込むものをどのように区別しながら連携を図るのか、その舵取りを誰が担うべきかなど、

検討すべき社会科学的課題が山積していることも明らかとなった。 

（3）「プラットフォーム」規制の課題 
 オンデマンド型の「空飛ぶクルマ」の利用に対応できる情報システムは、先行する自動車

のライドシェアや「民泊」などの「シェアリングエコノミー」と同様に、サービス提供者と利

用者をマッチングさせる機能を有する「プラットフォーム」が介在する必要がある。また、

上記（1）（2）とも関わるが、MaaS を成り立たせるための連携においても、異業種の連携と

多様なデータの提供を成り立たせるための「プラットフォーム」に関する問題が指摘されて

 
5 運航制御に関する技術動向については、井上翔介「非 GPS 環境で自律飛行を実現する技術」中野・前掲注（1）『空飛

ぶクルマ――空のモビリティ革命に向けた開発最前線』53 頁以下、岡田浩二＝山下敏明「“統合的”管理基盤の構築」

中野・前掲注（1）『空飛ぶクルマ――空のモビリティ革命に向けた開発最前線』59 頁以下などを参照。 
6 山本薫「次世代モビリティと持続可能な社会の実現に向けて」計測と制御 60 巻 7 号（2021 年）509 頁。 
7 損害保険については、東京海上日動火災保険株式会社「“空飛ぶクルマ”を開発中の企業に保険を提供開始～実用化

に向けた最先端の研究開発を支援する取組み～」（2019 年 3 月）。 
8 国土交通省『MaaS 関連データの連携に関するガイドライン Ver.1.0』（2020 年）。 
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いる。 
 「プラットフォーム」については、規約の一方的な変更、データ（個人情報など）の不当な

利用、アルゴリズムの透明性・公平性、利用者に生じた損害に対してプラットフォームが負

うべき責任をはじめ、公正な競争秩序および利用者保護の観点から種々の問題が指摘されて

いる 9。「空飛ぶクルマ」をめぐる事業が健全かつ公正な発展を遂げていくためには、情報倫

理の観点を踏まえつつ、情報法、独占禁止法（競争法）、知的財産法などの観点から、適切な

規制の枠組みが構築されることが必要である。 

■項目 3：「空飛ぶクルマ」に関係する施設・構造物等の整備と生活環境の調和 
仮に、「空飛ぶクルマ」が「累積的（cumulative）」な（より多数、高頻度、高密度）な形

で広範に社会実装されれば、「コリドー」（道路に相当する「空中回廊」）や「バーティポート」

（垂直離着陸場所）などの施設・構造物等が適切な合意形成のもとに整備されることが不可

欠となる。 
 さらに、「空飛ぶクルマ」が社会インフラ化すれば、自動車によって規定され、私たちが自

明視してきた現代社会についての基本的な「マインドセット」が劇的に変わる可能性がある。

その結果、地上移動型の交通インフラを前提として制度設計がなされてきた従来の都市計画、

国土利用、所有権等に対する考え方、私たちの住まい方、地域活性化などのあり方なども必

然的に見直しを迫られる。 
 上記の問題関心を踏まえ、項目 3 では、「空飛ぶクルマ」の社会実装によって、私たちの生

活環境にどのような変化が生じるのか、そして、そのような変化を見据えながら制度設計を

行うべきなのかということについて、生活者の視点から検討することを目指した。 

（1）「離着陸場所（バーティポート）」や「コリドー（空中回廊）」設置の社会的合意

形成 
 「空飛ぶクルマ」が私たちの生活環境に入ってくれば、例えば、離着陸場所（バーティポー

ト）をどこに設置すべきかといった点での意見集約が必然的に課題になる。また、「空飛ぶク

ルマ」が高頻度かつ高密度に飛行すれば、自動車における高速道路に対応する 3 次元空間に

おける仮想的な飛行ルート（「空中回廊（コリドー）」）を設定しなくてはならないが、それが

居住空間の上空や周辺空域に当たる住民は、安全性、騒音などの点で不安や不快感を覚える

こともあるはずである。これまでのモータリゼーションをはじめ、インフラ整備における社

会的合意の形成は問題とされてきたが、諸外国においては、社会的に弱い立場にある人 （々例

えば、アメリカにおける黒人居住地域）に犠牲を強いることも珍しくなかった 10。したがっ

て、「空飛ぶクルマ」において同様の過ちを繰り返さないことが求められる。前述のとおり、

本研究では、とりわけ声の上げにくい社会的マイノリティや生活困難な層に及ぼす影響を真

摯な学問的態度のもとで想定しながら、検討を行った。 
 具体的には、騒音や事故に対する懸念や慣習との衝突、「私有地」としての「私有空間」が

さらに主張される可能性など、所有権、損害保険、都市計画、建築規制などとの調整といっ

た法的問題の解決に加えて、地域社会・文化・景観保護などとの折衝が求められ、これらの

局面を想定しながら、理論的検討を行なった。 
 なお、「空飛ぶクルマ」に先行して社会実装が進められているドローンについては、2022 年

には、物流の領域において、「陸上輸送が困難な地域で生活物品や医薬品等を配送」するなど

 
9 例えば、公正取引委員会『デジタル・プラットフォーム事業者と個人情報等を提供する消費者との取引における優越的地

位の濫用に関する独占禁止法上の考え方』（2019 年）。 
10  Noel King, A Brief History Of How Racism Shaped Interstate Highways, available at 

https://www.npr.org/2021/04/07/984784455/a-brief-history-of-how-racism-shaped-interstate-highways/ 
(April 7th, 2021). 

https://www.npr.org/2021/04/07/984784455/a-brief-history-of-how-racism-shaped-interstate-highways/
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「都市を含む地域における荷物配送」が開始されており、ドローンの技術水準が成熟化し、

価格面での競争力が増せば、コリドーの設置が急ピッチで進む可能性がある（小型無人機に

係る環境整備に向けた官民協議会「空の産業革命に向けたロードマップ 2020――我が国の社

会的課題の解決に貢献するドローンの実現」（2020 年 7 月））。ドローンに関するコリドー設

置がスムーズに進むかどうかは、「空飛ぶクルマ」のコリドー設置の是非を占う試金石になり

うるため、その動向については、本研究開発プロジェクトの終了後も、引き続き注視してい

きたい。 

（2）都市計画、国土利用、国境管理などの諸課題 
 「空飛ぶクルマ」が広範に社会実装されることになれば、現在の陸上移動（特に輸送密度

の高い公共交通機関）を前提に構想されてきた「コンパクトシティ」をはじめとする都市計

画や国土利用の前提条件にも大きな変化が生じる。また、従来の社会構造で「周縁」として

扱われてきた地域・社会でも、「移動」や「輸送」、さらに「生活」そのものに対する人々の認

識の変化が生じることで、物理的境界に制限されない「ボーダーレス」が個人レベルでも可

能になるなか、人口の移動や価値観の根本的な変容が生じる可能性がある 11。 
 もっとも、このような変化が将来に好ましい結果をもたらすかどうかは未知数である。「空

飛ぶクルマ」が分散型の居住や生活スタイルを実現すれば、例えば「風光明媚」な場所に富

裕層が集住して、目的地まで「空飛ぶクルマ」でパーソナルかつプライベートに移動するこ

とも可能になるかもしれない。このような変化は、「ゲーテッド・コミュニティ」の形成をも

たらしたり、私たちが公共交通機関で多様な人々に出会う機会を奪うことになったりして、

結果的に「空飛ぶクルマ」が「社会的包摂」ではなく「社会的分断」を助長することになるか

もしれない。また、わが国においても、国境離島などを中心に、国境管理の問題が生じるこ

とも予想されるが、この問題は地続きの国々においては、より切実な社会課題となりうる。 
 「空飛ぶクルマ」が社会的不均衡を拡大するような形で都市計画や国土利用等に負の影響

をもたらさないようにするため 12、関連する課題について総合的に検討を行なった。 

■項目 4：都市交通政策に照らした「空飛ぶクルマ」のあるべき姿 
前述のとおり、「空飛ぶクルマ」という新しい移動手段が広く社会に普及すれば、それは 20

世紀に自動車や飛行機が広範に普及し、「モータリゼーション」のような形で私たちの生活や

世界観を劇的に変えたことに匹敵するインパクトを有する可能性がある。 
 新技術の社会実装は、既に存在する技術のあり方に必然的に影響を及ぼす。「空飛ぶクルマ」

という新しい移動手段の出現は、その言葉からも分かるように自動車と航空機の世界に影響

することは確実であろうし、その性能に鑑みれば、大量交通輸送を担ってきた高速鉄道など

と競合することも予想される。 
 さらに、「空飛ぶクルマ」の社会実装は、地域コミュニティ、都市交通、都市間・地域間交

通、さらには、航続距離が延びれば、国境を超えた移動にも影響を与えることが予想される。 
 項目 4 では、他の移動手段との関係を踏まえながら、都市交通政策の大きな枠組みの中に

「空飛ぶクルマ」をどのように位置づけるべきなのかということについて検討を行った。。 

（1）交通輸送システム全体における「空飛ぶクルマ」の位置づけの検討 
 「空飛ぶクルマ」は、前述のとおり、中長期的には、時速 200～300km で航続時間も数時

間に及ぶ可能性があり、このスペックは、航空機、新幹線などの高速鉄道と遜色のない水準

 
11 政策提言として、自由民主党政務調査会デジタル社会推進特別委員会「デジタルニッポン 2020～コロナ時代のデジタ

ル田園都市国家構想～」（2020 年 6 月 11 日）。 
12 宇沢弘文＝茂木愛一郎（編）『社会的共通資本――コモンズと都市』（東京大学出版会、1994 年）。 
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である。もっとも、航空機や高速鉄道は恒常的な需要を見越した大量旅客輸送であり、いわ

ゆる「ハブ・アンド・スポーク」の交通手段である。 
 また、現在も、オンデマンド型の高速移動手段として自家用ジェットやヘリコプターなど

も存在するが、それらは運賃も高く、また、空港やヘリポートなどの施設が必要であるため、

私たちの生活に近い「普段使い」の移動手段にはなっていない。 
 それに対して、「空飛ぶクルマ」は、「ポイント・ツー・ポイント」（スポーク間）を、高速

かつオンデマンドで結ぶ可能性を有している。地上を移動しないため、都市部における渋滞、

海洋や山岳地帯などの地理的要因を回避することもできる。2024 年の元日に発生した能登半

島地震が典型例であるが、わが国で自然災害が発生すると、道路網が寸断されるなどして、

自動車等の地上移動のモビリティツールでは緊急支援が難しくなることも珍しくないが、「空

飛ぶクルマ」は、そのような地上移動に伴う障害を克服できる可能性があるとともに、将来

的には、非常用電源としても活用可能である。究極的には、「空飛ぶクルマ」が安全性に加え

て、経済合理性や時間合理性の課題を克服できれば、ビジネスベースを皮切りに、社会に広

範に普及する可能性を秘めている。 
 このようなポテンシャルを秘めた「空飛ぶクルマ」について、交通輸送システムにおける

既存の移動手段および交通手段と、どのように役割分担を行いながら社会実装を進めていく

べきなのかということについて（例えば、高齢者のいわゆる「ラストワンマイル」の問題な

どもここに含まれるだろう）、都市交通計画や経済合理性などの観点から検討を行った。また、

項目 1 で検討するエネルギー負荷の問題意識に鑑み、「空飛ぶクルマ」が持続可能性を有する

モビリティであるための条件についても考察した 13。 

（2）「空飛ぶクルマ」と社会インフラとの関係 
 前述のとおり、「空飛ぶクルマ」という新しい移動手段の出現により、これまで私たちの移

動を支えてきた自動車や道路インフラ、高速鉄道等との役割分担、それら陸上交通のインフ

ラ整備や保全などとの関係が問題となるが、こうしたインフラ整備や保全等とともに、観光

や公共事業のあり方、さらにはそれらの地域特有の意義などについても検討を行った。 
 2020 年度の企画調査の中で、ある地方自治体と行った意見交換においては、少子高齢化お

よび人口減少の中で都市やコミュニティが縮退する過程で、ユニバーサルサービスとしての

インフラ整備とその維持が不可能になるのではないか、そして、「空飛ぶクルマ」がそのイン

フラ整備の不完全さの穴を埋める可能性があるのではないかといった意見も出されていた。 

これら諸課題の検討については、項目 3 の都市計画や国土利用のあり方とも密接な関係があ

るため、相互に視点を往復させながら検討を進めた。 

■項目 5：都市交通政策に照らした「空飛ぶクルマ」のあるべき姿 
 2020 年度の企画調査において、「空飛ぶクルマ」についての倫理的検討として、当該技術

が人間社会にもたらす意味、幸福・利便性の意味、他の技術の ELSI 課題との異同の整理な

どについて整理すべきであるという指摘がなされていた。 
 提案者たちはこれまで、指摘がなされたこれらの諸課題は「空飛ぶクルマ」の「社会受容

性」の前提条件に関わると理解して考察を進めてきた。「空飛ぶクルマ」の「社会受容性」に

ついては、既に官民協議会においても、克服すべき重要な課題の一つに挙げられて検討がな

されている 14。 
 
13  有 吉 亮 「持 続 可能 な都市 を 実 現させ るため のモビ リテ ィ とエ ネル ギー の 協調 」 （ 2021 年 3 月 ）

〔https://www.jser.gr.jp/wp-content/uploads/2021/04/210308doc1.pdf〕。 
14 「社会受容性」に関する近時の研究としては、Ugur Eker, et al, An exploratory investigation of public perceptions 

towards key benefits and concerns from the future use of flying cars, Travel Behaviour and Society 19 (2020) 
54-66 などを参照。 

https://www.jser.gr.jp/wp-content/uploads/2021/04/210308doc1.pdf
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 もっとも、これまでの議論における「社会受容性」は、2020 年度の企画調査における研究

（文献調査、展示会やシンポジウムへの参加、諸機関訪問、シンポジウム開催など）に照ら

して判断すると、2023 年～2025 年に「空飛ぶクルマ」をビジネスとして離陸させるための

必要最小限の制度的課題の解決を目標としているように見える。例えば、「騒音」などに関す

る「社会受容性」の観点からの考察についても、現在の議論は「空飛ぶクルマ」が大規模に社

会に普及することを前提としているようには見受けられない。 
 項目 5 では、「空飛ぶクルマ」が私たちの生活や住環境などにもたらしうる様々な影響を想

定しながら、とりわけ下記の 2 点について深堀りすることを目指した。 

（1）「空飛ぶクルマ」がもたらす幸福（ウェルビーイング）の意味 
「空飛ぶクルマ」の性能が向上すれば、オンデマンド型で、ポイント・ツー・ポイントを高

速で結び、すべての人たちの幸福（ウェルビーイング）を向上させる可能性を有する。初期

的には、過疎地、離島等での救急医療への対応、自然災害等が発生した場合の緊急車両とし

ての活用なども期待される。 
2024 年の元日に発生した能登半島地震では、道路インフラが甚大な被害を受けるとととも

に、港湾施設の多くが隆起して船が接岸できなくなり、緊急搬送、救援物資の提供などを迅

速に行うことが困難となった。わが国は、能登半島と同じような地形的条件の半島や岬など

を数多く有しており、そう遠くない将来に南海トラフ地震が発生する可能性も指摘されてい

る。大規模災害によって陸上交通等が途絶する可能性に備えて、「空飛ぶクルマ」やドローン

のような「次世代空モビリティ」の活用が真剣に検討されるべきであろう。 
しかし、「空飛ぶクルマ」が高頻度・高密度で私たちの生活空間に近い空域を飛ぶようにな

れば、それは私たちの生活環境の撹乱要因になる可能性もあるし、飛行空域（いわゆる「空

中回廊（コリドー）」の設定に関する社会的合意形成などの課題を生むことになる。 
 また、「モータリゼーション」が都市化と過疎化、種々の公害、交通事故、生活習慣病、環

境負荷などの負の側面を私たちに同時にもたらしたように 15、「空飛ぶクルマ」が社会実装さ

れれば、正負の両方において不可逆的な影響がもたらされることになる。さらに、政府など

が、「空飛ぶクルマ」のように複合的な性格を有する科学技術イノベーションを社会に導入す

るという決定を行うのであれば、それは当該科学技術イノベーションのマネジメントについ

ての一定の権力構造・社会構造を同時に認めざるを得ない 16。 
 「空飛ぶクルマ」の社会実装は、私たちがある機能やそこから得られる便益を獲得すると

ともに、これまで備えていた機能や便益を失うという選択を行うことを意味する。それが不

可逆的かつ将来世代に渡る影響を及ぼすものである以上、「空飛ぶクルマ」が私たち一人一人、

地域コミュニティ、国、そしてグローバルにどのような意味を持つのかということについて

検討を行った。 

（2）他の ELSI 課題との比較検討および相互参照 
 「空飛ぶクルマ」に関する ELSI 課題は、移動しなくては生きられない生き物である私た

ちの移動手段に関するとともに 17、それが「スマート技術」を伴う形で社会に導入されるこ

とが予想されるなど、複合的な性格を帯びている点が特徴である。 
 「空飛ぶクルマ」が社会に広範に普及すれば、それは社会インフラの一部となるため、鉄

道、電力、航空、原子力、安全保安等を含めたインフラ関係の科学技術に関する ELSI 課題

 
15 宇沢弘文『自動車の社会的費用』（岩波新書、1974 年）。 
16 この点を指摘するものとして、ラングドン・ウィナー（吉岡斉＝若松征男（訳））『鯨と原子炉――技術の限界を求めて』（紀

伊國屋書店、2000 年）。 
17 この点に関する興味深い先行研究として、Sigurd Bergmann & Tore Sager (eds.), The Ethics of Mobilities: 

Rethinking Place, Exclusion, Freedom and Environment (Routledge 2008);  
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と同様の社会的規制の問題を生むことが予想される。また、「空飛ぶクルマ」の運航に関する

課題は、データや AI、「ICT プラットフォーム」に関する ELSI 課題と重なっている。「空飛

ぶクルマ」の ELSI 課題を検討するにあたっては、これらの研究と比較および相互参照しな

がら進めることに意を払った。 

■項目 6：都市交通政策に照らした「空飛ぶクルマ」のあるべき姿 
「空飛ぶクルマ」の要素技術は、機体、動力源、制御、ICT など多岐に渡るものの、それ

らの技術革新が足並みを揃える形で進み、エネルギー負荷や経済合理性等の課題解決にも目

処がつきそうになれば、社会実装への圧力は必然的に高まる。したがって、研究開発と社会

実装が進展する可能性を見据え、本研究において複合的な課題を同時並行的に検討する意義

を見出すことができると考えた。 
前述のとおり、「空飛ぶクルマ」が社会実装されれば大きな社会的インパクトが生じうる。

技術革新が大きな社会変動を伴う場合には、そこで必然的に大きくなる「不確実性」への法

的な対応が課題となる。既存の法律の多くは、現在生じている、または、将来生じるかもし

れない社会変化を念頭に作られていないため、既存のルールをそのまま適用すれば、技術革

新に伴う成果の相当部分が「違法」と判断される可能性が否定できず、法による規制が社会

変化の阻害要因ともなりうる。もし、多くのイノベーションを起こしている諸外国に比べて、

わが国においてイノベーション創出の阻害要因が法規制に起因していることがより顕著であ

るならば、その傾向は改善されなくてはならない。 
 新技術の研究開発と社会実装がもたらす「不確実性」を低減するとともに、技術革新の成

果を社会に「共感」を持って受け止めてもらえるのかという社会的課題を解決できなければ、

技術革新は未来社会を撹乱する要因となりかねない。ここでは、複雑化する社会課題を解決

するための望ましい「ルール」を、いかに社会全体で作り上げていくべきなのかという法政

策形成の問題が重要性を増している 18。 
 項目 6 では、「空飛ぶクルマ」に関して複合的に生じうる諸課題を解決するための制度設計

において、どのように政策形成およびルール形成を進めていくべきなのかという点を検討し

た。 

2-3. 研究開発マネジメント 

■プロジェクト・マネジメントの実施方針と工夫 
【複数グループ間の有機的な連携・協働や、成果統合の工夫】「空飛ぶクルマ」に関する ELSI

課題は複合的かつ多岐に渡っているため、前述のとおり、本プロジェクトでは 6 つの研究項

目を設けるとともに、4 つの研究グループが協働する形で研究を進めた。 
本プロジェクトの全体統括は、代表者である小島が務め、研究グループごとの進捗状況を

定期的に確認するとともに、必要に応じて研究グループを越えた議論を促すなど、機動的な

マネジメントを行なった。 
研究成果を統合していく過程では、九州大学において人社系 4 部局間の学際研究および文

理融合研究を推進している「人社系協働研究・教育コモンズ（人社系コモンズ）」や、学内外

との対話を推進する科学コミュニケーションの活動などと連携を取りつつ、学内外・社会の

幅広い構成員に本研究プロジェクトの意義を理解してもらえるような社会発信に努め、ELSI
や RRI が社会に定着することに貢献することを目指した。 
【ELSI 研究と研究開発現場との連携・協働に関するチャレンジや、マネジメント上の工

 
18 経済産業省『GOVERNANCE INNOVATION：Society5.0 の時代における法とアーキテクチャのリ・デザイン』（2020

年）。 
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夫】本研究プロジェクトを進める上では、「空飛ぶクルマ」の研究開発および社会実装の状況

を正確に把握することが必要であるが、それらとの「距離の取り方」も課題となる。前述の

とおり、現在の官民協議会における議論などを観察すると、「空飛ぶクルマ」が広範に社会実

装されることを前提とした「社会受容性」の検討には至っていない。本研究プロジェクトに

求められることは、官民協議会等における議論の一歩先を見据えた ELSI 研究であるから、

それらの各種フォーラムにおける検討を横目で常ににらみつつも、それらと適切な距離を保

ちながら、学術的な見地から冷静に議論を進めていくことを意識的に心がけた。 
【プロジェクト内外のステークホルダーとのネットワーキングや、成果の展開などの方針】

本プロジェクトにおいても、2020 年度の企画調査と同様に、「空飛ぶクルマ」の研究開発お

よび社会実装に関わる様々なアクターの訪問やウェブ会議の開催などを通じて意見交換と情

報のアップデートを行った。また、本プロジェクトに協力して下さる企業のほかに、関係省

庁、シンクタンク、様々な関連業界等との意見交換を進めた。 
研究成果の展開という観点からは、学術的観点からのシンポジウム、企業や政府自治体等

の関係者とのワークショップ、一般市民を巻き込んだサイエンスカフェ等の企画を定期的に

開催することにより、社会の幅広い構成員の意見を汲み取りながら研究を進めた。 
【日本社会の文脈や、日本の事例が持つ一般性・特殊性などの考察を踏まえた上で、グロ

ーバルに通用する普遍的な価値の形成や国際的な展開につなげるための工夫】 
「空飛ぶクルマ」の社会実装は、離島、過疎、限界集落などの日本が抱える地域課題の解

決に資する可能性があることから、国レベルの議論だけではなく、都道府県や基礎自治体な

どの関係者や、そこでの展開を見据えた事業者との意見交換を積極的に行った。 
世界的には、日本と同様の地域課題を抱えるところと同時に、いわゆる途上国においては、

激しい交通渋滞を抱える大都市、交通インフラの整備が進んでいない地域も多く存在してい

る。「空飛ぶクルマ」は、これらの世界各地における移動を劇的に改善する可能性を秘めた移

動手段と言える。例えば、本研究開発プロジェクトの開始時点において、カナダのバンクー

バーでは、多様なアクターが集うコンソーシアムが結成され、社会包摂的な社会実装に向け

た動きが見られた。「空飛ぶクルマ」の社会実装がさらに加速しつつある現状に照らせば、世

界各地において展開されつつある地域課題解決に向けた議論を参照することの必要性と有用

性はいっそう高まっている。 
本研究では、2022 年 11 月にリスボンで開催された TRA2022、2023 年 1 月にアリゾナで

開催された10th VTOL Symposium、2023年3月にアムステルダムで開催されたAmsterdam 
Drone Week、2024 年 9 月にモントリオールで開催された ICAO AAM 2024 などの国際カン

ファレンスに参加し、「空飛ぶクルマ」やモビリティに関する最新の知見を得るように努めた。

また、2023 年 8 月には、シンガポールとマレーシアを訪れ、両国における「空飛ぶクルマ」

の社会実装について、現地の事業者と意見交換を行うとともに、「空飛ぶクルマ」の機体を実

際に見学することにより、「空飛ぶクルマ」の具体的な社会実装のイメージを持つことができ

た。 
【知的財産マネジメントの実施方針】特になし。 

■課題や障壁と、その対応方策  
【ELSI や RRI の意義の粘り強い説明】 
本研究開発プロジェクトに先立つ 2020 年度の企画調査の中で、「空飛ぶクルマ」の社会実

装に従事する関係者と意見交換した際に、「ELSI 研究の特に『E（倫理）』について“高尚”

である」、「『社会受容』という言葉を出せば出すほど、かえって『社会受容』のハードルが高

くなるのではないか」、「『予見的』に研究すると言うが、技術が将来どういう方向に進むか分

からないところも大きいから、その都度考えるしかない」といった ELSI や RRI の考え方そ

れ自体に疑念を呈する意見に接した。 
 しかし、社会実装の過程で問題が顕在化する度に解決を図るならば、実装ありきの「場当
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たり」的な解決を余儀なくされたり、複合的な課題への目配りを欠くことで本来は事前に広

く検討されるべきであった課題が取りこぼされたりして、なし崩し的に不可逆的な負の結果

が社会に生じる可能性がある。特に声の上げにくい社会的マイノリティや生活困難な層に及

ぼす影響を真摯な学問的態度のもとで想定し、検討していく必要がある。ELSI や RRI の理

念は、科学技術イノベーションの社会実装が引き起こす可能性のある課題に先回りして問題

発見を行い、包摂的な形で社会的な議論を行い、社会実装に向けた環境を整備することにあ

る。「空飛ぶクルマ」の開発が黎明期の今だからこそ、本プロジェクトでは、ELSI や RRI の
理念を関係者と議論しながら粘り強く説明し、納得してもらえるような努力を行なった。 
【研究開発・社会実装における公開性と秘匿性】 

 本プロジェクトは、日進月歩で進む「空飛ぶクルマ」の研究開発と並走する形で行われた。

ELSI や RRI の理念に照らせば、研究開発と社会実装の早い段階から、市民を含めて社会の

幅広いアクターを巻き込むべきであり、研究開発と社会実装を行う側にも、当該科学技術イ

ノベーションの成果が私たちの幸福に資すること、将来において顕在化するリスクなどを予

め開示すべきことなどの形で説明責任や透明性が求められる。 
 しかし、研究開発や社会実装には競争と連携を伴うため、一定の範囲の情報は関係者の間

で秘匿することは避けられず、市民を含めた社会の幅広いアクターが、研究開発や社会実装

を行う側を信頼して、どこまでそれらの情報の秘匿化を受け入れられるのかという課題も存

在する。 
 ELSI 研究では、これらの相反する要請の間で、研究開発の厳しさや難しさの一端に触れつ

つ、透明性や説明責任を確保して社会受容を実現するという微妙なバランスを模索する必要

があることを改めて感じた。 

■プロジェクトを通じた ELSI/RRI 人材の育成 
本プロジェクトでは、テクニカルスタッフ 1 名を雇用し、代表者を補助する体制を構築す

る予定であった。そして。可能であれば、テクニカルスタッフには、博士研究員（いわゆる

「ポスドク」の研究者）を採用したいと考えていた。しかしながら、人文社会科学系の大学

院において、ELSI や RRI に関する本格的な研究はこれからという状況であるため、博士研

究員の採用は実現しなかった。 
人文社会科学系で ELSI や RRI に関する研究がさらに活発化すれば、上記のような博士研

究員を雇用することも現実味を帯びるだろう。そのようなテクニカルスタッフは、「空飛ぶク

ルマ」の ELSI 課題に最初から精通していないかもしれないが、テクニカルスタッフとして

の雇用期間を通じ、本研究開発プロジェクトの研究メンバーや協力機関などと緊密にコンタ

クトを取りながら学びを続けていくことにより、プロジェクト終了時には「空飛ぶクルマ」

にとどまらず、科学技術イノベーションの ELSI や RRI についての知見が身につくはずであ

る。そして、当該テクニカルスタッフは、自然科学系であろうと人文社会科学系であろうと、

自らの専門領域における ELSI 課題を見つけ出し、社会の幅広いアクターと連携しながら「責

任ある研究とイノベーション」に貢献できる自立した研究者となる能力を備えていることが

期待される。 
本プロジェクトでは、博士研究員の雇用は実現しなかったものの、2023 年春から、本プロ

ジェクトの研究支援に従事する学術研究員を雇用することができた、当該学術研究員は、博

士号の学位を有するとともに、九州大学において研究支援職（URA: University Research 
Administrator）に従事した経験を持っており、本プロジェクトの様々な活動を円滑に進める

上で大きな力となった。 
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3．研究開発の成果 

3-1. プロジェクト目標における研究開発成果 
（1）各実施項目を横断する「総合的な考察」やプロジェクト全体としての「成果」のまとめ、

ならびにプロジェクトの目標の達成状況 
「空飛ぶクルマ」の社会実装が本格化することに伴い、自動車や航空機が私たちの生活様

式や社会環境を変容させたことに匹敵する影響が生じる可能性がある。したがって、「空飛ぶ

クルマ」が「責任ある移動手段（モビリティ）」として、これからの社会に適切に根づくため

には、機体、運航管理、離着陸場等の様々な要素技術のイノベーションに加え、「空飛ぶクル

マ」が、関連産業、地域住民等を含む社会の幅広い構成員（アクター）によって受容されるこ

とが不可欠であると考えるに至った。 
そこで、「空飛ぶクルマ」の「社会受容性（社会的受容可能性）」を高めるため、産学官民の

幅広いアクター（とりわけ「市民」）が集うプラットフォームとしての「場」（いわゆる「ハイ

ブリッド・フォーラム」）を構築するとともに、「空飛ぶクルマ」がもたらしうる様々なメリ

ットとデメリットについて、当該フォーラムに集うアクターが互いに尊重しながら、粘り強

い議論（いわゆる「熟議」）を積み重ねていくための仕組みづくりを目指すべきであると考え、

その取り組みに注力した。 
本研究では、2023 年度に、「空飛ぶクルマ」の社会実装に関する諸課題について検討する

連続講演会を福岡で開催し、それを 2024 年度から、産学官民の関係者が集う自主的な勉強会

という形で、福岡で定期的に開催している。その勉強会には、東京等の他地域からの参加、

福岡県の基礎自治体の首長の定期的な参加を得つつ、地域課題に根ざした「空飛ぶクルマ」

の実装について議論を行ってきた。 
もっとも、災害対応等における「空飛ぶクルマ」の利活用への期待が寄せられる中で、上

記の勉強会には、そこで最も大切な利用者となるべき高齢者、障害者等の「移動困難者」の

参加を得ることが難しかったため、車椅子を利用する障害者の方々を招へいしてワークショ

ップを開催し、移動困難者が抱える課題と、地域における当該課題の包摂的な解決に向けた

見通しを得ることができた。 

（2）研究開発の着眼点や問題設定・方法やアプローチの独創性・挑戦性 
本研究プロジェクトは、人文社会科学系と自然科学系の研究者が協働し、学内外の連携組

織と議論を進めるとともに、研究開発と社会実装の実態を踏まえながら「空飛ぶクルマ」に

ついての学際的・文理融合的な ELSI 課題を研究するという点に、独創性と挑戦性が認めら

れたと考えている。 

（3）国内外の関連する研究開発や取り組みの動向との比較優位性 
「空飛ぶクルマ」の社会実装については、経済産業省と国土交通省が協働して官民協議会

において議論が重ねられてきたが、広範な社会実装や中長期的な普及を念頭に置いた検討に

は至っていない。本研究プロジェクトは、官民協議会の先の未来社会を見据え、学術的見地

から、産官の知見を踏まえて検討を行う点に意義を見出せるとともに、このような「空飛ぶ

クルマ」に関する予見的な文理融合研究を行うことを目指した。 
本研究プロジェクトを実施する過程で、「空飛ぶクルマ」に関する国内外のカンファレンス

や展示会等に積極的に参加してきたが、「空飛ぶクルマ」の社会実装に関する諸課題について、

ELSI/RRI の観点から多面的な検討を行う研究に出会ったことはなかった。その点では、本研

究プロジェクトは、国際的にも高い価値を有すると考えている。 

（4）グローバルに通用する普遍的な価値の形成や国際的な展開につながり得る成果 
「空飛ぶクルマ」が社会に与えうる広範な影響の大きさに鑑みれば、その受容者である市
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民を早い段階で巻き込む必要があり、それが適切に社会に根づく仕組みの構築は必須である。

「空飛ぶクルマ」の社会実装に関する現在の議論において十分な参画が得られていない「市

民」が参画しつつ、政府自治体、産業界、学術界と幅広い課題についての「熟議」により相互

理解があってはじめて、「空飛ぶクルマ」の「社会受容性」が高まるとともに、「責任あるモビ

リティ」として社会に定着することが期待できる。 
本研究開発プロジェクトが培ってきた ELSI の検討は、個々の要素技術の開発と「車の両

輪」であり、研究開発と社会実装の「潤滑油」として、「空飛ぶクルマ」を真に社会に普及さ

せることを企図しており、その社会的インパクトは非常に大きいとともに、この仕組みを国

際的に展開することに大きな意義を見出すことができる。 

（5）研究開発成果の具体的なアウトプットや社会的インパクト（優れた学術論文、倫理指針

やガイドラインの策定などの公共的価値の創出、現在～将来の社会・産業ニーズへの貢献、

国内外の他の分野や地域への波及・展開など） 
本研究の成果として公表されるチェックリストについては、それらを各地域における社会

実装において用いることを検討したいという声が寄せられている。後述するように、山梨県

における「空飛ぶクルマ」の社会実装では、本研究プロジェクトで作成する「チェックリス

ト」を用いて、社会実装に向けた取り組みを行いたいという声が寄せられるなど、私たちの

想定を超える反響を頂戴し、少し驚いている。 

（6）研究開発の「プロセス」で得られた知見や洞察 
本研究開発プロジェクトに先立つ 2020 年度の企画調査や、本研究開発プロジェクトの開

始当初は、科学技術の ELSI および RRI については、科学技術イノベーションに対して「待

った」をかけようとするものであるという認識を抱かれているのではないかと感じることも

しばしばあった。 
しかし、ELSI/RRI の取り組みは、技術実装ありきの視点に隷属すべきではないことはもち

ろん、研究開発にブレーキをかけるためのものでもな」く、「むしろ、イノベーションや未来

社会を創造するナビゲーターとして機能し、人類が将来とり得る多くの選択肢を生み出す原

動力となる営みとなるべきもの」である（かぎかっこ内は、唐沢かおり教授（RInCA のプロ

グラム総括）のコメント。RInCA ウェブサイトを参照）から、私たちが「空飛ぶクルマ」の

社会実装に関わるアクターとのネットワークを広げていく中で、私たちの研究内容を説明す

る際には、このような視点を粘り強く伝えていくことを目指した。 
ELSI/RRI の取り組みを浸透させていくためには、単に書籍や論文等で理論的な研究内容

を伝えるだけでは不十分であり、社会実装に関わっている政府、自治体、事業者等の「懐に

飛び込んで」、時には厳しい批判を受けながらも、ELSI/RRI の価値を誠実に伝えることが大

切であるという確信を得た。 

（7）ステークホルダーなどからの「反応」や「評価」（建設的批評） 
本研究プロジェクトを進めて行く過程で、ELSI/RRI の価値を粘り強く伝える努力を行っ

てきた成果が少しずつ出始めていると感じている。2024 年度から福岡で開始した自主的な勉

強会には、東京から、NEC、JAL、三菱総研等の参加者の継続的な参加を得ている。参加者

の一人に、どうして東京からわざわざ参加するのかと尋ねた際には、「東京には、『空飛ぶク

ルマ』の社会実装について、ここまで『社会受容性』のことを考えているフォーラムが存在

しないから」という回答があった。 
また、上記のとおり、JAL が山梨県で進めようとしている社会実装においては、各地域の

自治体で「ハイブリッド・フォーラム」を実際に作るとともに、そこで「チェックリスト」を

活用しながら、「社会受容性」の可視化やその向上を定点観測する取り組みを進めたいという

申し出を頂戴している。「チェックリスト」を作成したとして、どのように社会で使っていた

だけるのかという不安を常に抱いていたが、私たちの想定を超えて、「チェックリスト」の活
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用とアップデートを現場で実際に行える可能性が出てきていることは、本研究開発プロジェ

クトの価値が一定程度認知されたのではないかという手応えを感じている。 

3-2. プログラム目標における成果・示唆 
（1）初年度から最終年度までの研究開発の経過および成果により、プログラム目標達成へど

のように貢献し得るか 
本提案の成果は、「空飛ぶクルマ」の社会実装が検討される際に必要不可欠な ELSI 課題の

「チェックリスト」とそれらに対する解決策を学術的見地からまとめた提言として社会に示

すことである。そして、その提言は、「空飛ぶクルマ」の研究開発と社会実装に関わる研究者、

事業者、政府・自治体等の関係者および一般市民が、それぞれの立場で ELSI 課題を見つけ

出し、解決策を模索する際に活用されることが期待される。 
したがって、本研究では、多様なアクターとの連携を模索すべく、諸機関の訪問、ワーク

ショップ等を通じた様々な関係者との対話、講演会や自主的勉強会の開催、展示会への出展

等を同時並行的に行った。 
また、本研究を進める上で、「社会受容性」をキー概念に据えるとともに、「社会受容性」を

「社会契約（Social Contract）」の観点から再構成すべきではないかという仮説に基づき、

2022 年度の締めくくりのシンポジウムを東京で開催するとともに、それを理論的にまとめる

べく、研究代表者がそのテーマについての論稿を発表した。 
そのような検討の中で、社会の多様な構成員が集う「場」である「ハイブリッド・フォーラ

ム」を構築する実践に着手すべきであるという考えがまとまり、2023 年度の福岡での連続講

演会、そして、2024 年度からの福岡における自主的な勉強会等の開催に至った。 

（2）根源的な問いの探求結果 
「空飛ぶクルマ」は「移動手段」の一つであるから、本研究では、「移動手段（モビリティ）」

や「移動」に関する「根源的な問い」を投げかけ、それらの問いに対する回答を与えつつ、そ

のような「根源的な問い」の「言説化」を、「空飛ぶクルマ」の社会実装に関する ELSI/RRI
の検討にフィードバックすることを目指した。 
このような「根源的な問い」に関する検討は、究極的には、「私たちは、なぜ、そして何の

ために移動するのか」という問いに行き着くことになり、この課題を歴史的かつ哲学的に考

察することの重要性を痛感させられた。 
また、人類の歴史上、様々な「移動手段（モビリティ）」が発明されてきたことを振り返る

とともに、新しい移動手段（例えば、蒸気船、鉄道、自動車、航空機など）は、私たちをどの

ような労苦や苦しみなどから開放し、どのような喜び、幸せ、「人間らしさ」を私たちにもた

らしたのか、そして、新しい移動手段は、どのような新しい知覚や世界観を私たちにもたら

し、どのような形で人間が有する様々な可能性を広げてきたのか、といったことを検討しな

くてはならないと考えるようになった。 
しかし、その反面で、新しい移動手段は、私たちに（別の）苦しみをもたらした（例えば、

わが国では、自動車事故により、毎年 3,000 人の死者が発生している）。新しい移動手段の出

現によって、その負の外部性を押し付けられるなどして、虐げられた人たちもいたはずであ

り、新しい移動手段に容易にアクセスできない人々やそれらの人々が住まう地域を疎外して

きた側面もある。 
このような歴史的検討を踏まえて、「空飛ぶクルマ」という未来社会の新しい移動手段は、

移動に関する私たち人類の利便性や効率性などを飛躍的に向上させる可能性を秘めているも

のの、それは私たちを本当に幸せにするのか、ということが真剣に問われるべきである。こ

の新しい移動手段が、社会のある人々に痛みを押し付け、結果として私たちの社会を分断す

る可能性はないのか、この新しい移動手段の出現と普及によって、私たちは今よりも「人間

らしい」生活を送ることができるのか、人間として何か大切なものを失うことはないのか、
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といったことについても議論を行った。 
将来的に、「空飛ぶクルマ」の社会実装が進んだ場合に、エネルギー負荷が低く、利用者に

とって安心かつ利便性の高いサービスが提供され、運航するための社会インフラが適切に整

備されて、「空飛ぶクルマ」が「みんなのための乗り物」となるためには、私たちはどのよう

な諸課題と向き合い、それらの課題解決をどのように社会的な合意を形成しながら進めてい

けばよいのか、ということを常に念頭に置きながら、そのような問いを「空飛ぶクルマ」の

研究開発や社会実装の現場に、常にリフレクティブに投げかける回路を私たちが作ることが

できるのかということが問われている。 

（3）日本の文脈 
一般的に、「空飛ぶクルマ」のユースケースとしては、富裕層によるプライベートユース（例

えば、ターミナル等から観光地やビジネス拠点等への迅速な移動、遊覧飛行など）と緊急性・

公益性の高い利用の 2 つの類型が考えられるが、そのどちらについても、わが国の文脈に照

らした検討を行う必要があると考える。 
第 1 に、富裕層によるプライベートユースについては、いわゆる「インバウンド」の増加

により、都市部を中心にオーバーツーリズムの状況が生じているため、地方にどのように観

光客を効率的に誘致するかということが喫緊の課題となっている。そのような状況では、「空

飛ぶクルマ」による効率的な移動は、オーバーツーリズム対策として一定の役割を果たしう

ると思われる。もっとも、「社会受容性」の観点からは、富裕層による利用については、便益

と負担の「非対称性」が大きい可能性があることに鑑み、市場メカニズム等を活用すること

により、どのように「非対称性」を小さくすべきかということが真剣に検討されるべきであ

る。 
第 2 に、緊急性・公益性の高い利用についても、大きな潜在的可能性を秘めている。2024

年の元日に発生した能登半島地震では、道路インフラが甚大な被害を受けるととともに、港

湾施設の多くが隆起して船が接岸できなくなり、緊急搬送、救援物資の提供などを迅速に行

うことが困難となった。わが国は、能登半島と同じような地形的条件の半島や岬などを数多

く有しており、そう遠くない将来に南海トラフ地震が発生する可能性も指摘されている。大

規模災害によって陸上交通等が途絶する可能性に備えて、「空飛ぶクルマ」やドローンのよう

な「次世代空モビリティ」の活用が真剣に検討されるべきであろう。 
また、平時においても、「空飛ぶクルマ」は、離島や中山間地域などを中心に、これからま

すます深刻さを増すであろう人口減少地域の公共交通手段を補完する「生活の足」として機

能することや、救命医療における「ドクターヘリ」的な活用も期待される。 

3-3. 成果の活用・展開状況や今後の展望 
 本研究を遂行する過程で、日本航空（JAL）の関係者が、ELSI/RRI を真剣に考慮しながら

「空飛ぶクルマ」の社会実装を進める方針であることが明らかになり、意見交換を重ねるに

至った。JAL は、山梨県を社会実装に向けた様々な取り組みを行う部隊として考えており、

JAL に加えて山梨県の関係者等と議論する中で、山梨県において、「社会受容性」を向上させ

ながら「空飛ぶクルマ」を社会実装する取り組みを進めることで意見が一致した。今年度中

に、JAL、山梨県、MS&AD インターリスク総研、山梨大学および九州大学の 5 者による連

携協定を結ぶべく協議を進めている。 

3-4.成果の他分野への適応可能性・知見の一般化可能性 
 「ハイブリッド・フォーラム」において、産学官民の多様なアクターと連携することによ

り、次世代空モビリティに関する最先端の研究開発と社会実装に関する動向を的確に把握す

ることができる。そして、多様なアクターが各地域における「ハイブリッド・フォーラム」に
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参画し、それぞれのアクターが「強み」を有する領域について正確な専門的知識を提供する

ことは、「ハイブリッド・フォーラム」参加者の信頼感を高めるとともに、空飛ぶクルマ」の

「社会受容性」を向上させる上で大きな力になりうる。また、「ハイブリッド・フォーラム」

に参加する産学官民のアクターも、各地域の「ハイブリッド・フォーラム」で幅広いアクタ

ーの生の声を聞くことにより、そこで得られた知見を、インクルーシブな次世代空モビリテ

ィを実現するための要素技術の研究開発と社会実装にフィードバックさせることができると

いうメリットが得られる。このような回路ができることは、幅広いアクターの参画を得なが

ら科学技術イノベーションの研究開発と社会実装を行う「責任ある研究とイノベーション

（RRI: Responsible Research and Innovation）」の理念を実現することにつながり、すべて

の科学技術イノベーションの社会実装の理想的なモデルとなりうる。 

4．研究開発実施体制 

4-1．研究開発実施体制図 

 

〈実施体制図〉 

4-2．研究開発実施者 
（1）エネルギー・環境負荷グループ（リーダー氏名：小島立） 
 役割：超伝導技術を含めた低エネルギー負荷の「空飛ぶクルマ」の研究開発、「空飛ぶク

ルマ」が社会実装された場合の他の移動手段との関係でのエネルギー負荷の動態分析、他の

移動手段を含めた経済合理性等の観点を踏まえて、「空飛ぶクルマ」が社会に受け入れられ
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るための条件を分析した。 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職（身

分） 

小島 立 
コジマ リュ

ウ 
九州大学 大学院法学研究院 教授 

岩熊成卓 
イワクマ マ

サタカ 
九州大学 

大学院システム情報

科学研究院 
教授 

アンドリュー・

チャップマン 
アンドリュー 

チャップマン 
九州大学 

カーボンニュートラ

ル・エネルギー国際

研究所 

准教授 

藤井秀道 
フジイ ヒデ

ミチ 九州大学 大学院経済学研究院 教授 

 
（2）情報システムグループ（リーダー氏名：成原慧） 
 役割：様々な「スマート技術」を駆使した「スマートモビリティ」となることが予想され

る「空飛ぶクルマ」を用いたサービスが、利用者にとって安心かつ利便性の高いものとなる

ために必要な情報システムのあり方について検討を行なった。 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職（身

分） 

成原 慧 
ナリハラ サ

トシ 九州大学 大学院法学研究院 准教授 

寺田麻佑 テラダ マユ 一橋大学 

大学院ソーシャル・

データサイエンス研

究科 

教授 

山本 薫 
ヤマモト カ

オル 
九州大学 

大学院システム情報

科学研究院 
准教授 

高崎晴夫 
タカサキ ハ

ルオ 名古屋大学 未来社会創造機構 特任教授 

 

（3）社会インフラグループ（リーダー氏名：黒瀨武史） 
 役割：「空飛ぶクルマ」の社会実装によって、私たちの生活環境にどのような変化が生じ

るのか、そして、そのような変化を見据えながら制度設計を行うべきなのかということにつ

いて、生活者の視点から検討することを目指した。 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職（身

分） 

黒瀨武史 
クロセ タケ

フミ 
九州大学 

大学院人間環境学研

究院 
教授 

藤田雄飛 
フジタ ユウ

ヒ 九州大学 
大学院人間環境学研

究院 
教授 

陳 思聡 チン シソウ 九州大学 
大学院人間環境学研

究院 
准教授 

山本 薫 
ヤマモト カ

オル 九州大学 
大学院システム情報

科学研究院 
准教授 

 

（4）横断領域グループ（リーダー氏名：寺田麻佑） 
 役割：「空飛ぶクルマ」が社会実装される場合に生じうる領域横断的な課題を検討するた

め、上記（1）から（3）の研究グループの研究内容を俯瞰する形で、都市交通政策に照らし

た「空飛ぶクルマ」のあるべき姿、「空飛ぶクルマ」の倫理的側面、「空飛ぶクルマ」に関す
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る法政策形成について考察した。 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職（身

分） 

寺田麻佑 テラダ マユ 一橋大学 

大学院ソーシャル・

データサイエンス研

究科 

教授 

有吉 亮 
アリヨシ リ

ョウ 
名古屋大学 未来社会創造機構 特任准教授 

小林史明 
コバヤシ フ

ミアキ 
明治大学 法学部 准教授 

4-3．研究開発の協力者 

機関名 部 署 協力内容 

九州電力 
総合技術研究所 「空飛ぶクルマ」の電

動化に関する知見の提

供 

東京海上日動火災保険株式会

社 

航空保険部 「空飛ぶクルマ」の損

害保険の検討状況に関

する知見の提供 

ANA ホールディングス 

デジタル・デザイン・ラボ エアモビリ

ティ事業化プロジェクト 
「空飛ぶクルマ」の事

業化に向けた航空運送

事業者観点での検討状

況の共有 

株式会社トルビズオン 
 「空飛ぶクルマ」のコ

リドー（空中回廊）設

置に関する知見の提供 
 

5．研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など 

5-1．社会に向けた情報発信状況、アウトリーチ活動など 

5-1-1．プロジェクトで主催したイベント（シンポジウム・ワークショップなど） 
年月日 名 称 場 所 概要・反響など 参加人数 

2022/03/04 第 83 回サイエンス

カフェ＠ふくおか

「『空飛ぶクルマ』

と未来社会！～福

岡・九州における

可能性と課題～」 

リモート開催 「空飛ぶクルマ」は

便利な移動手段にな

る可能性を秘めてい

るものの、「空飛ぶク

ルマ」がもたらす利

便性だけではなく、

どのような課題をも

たらすのか、社会は

どのように変わるの

か、といったことを

あわせて検討する必

50 名 
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要がある。そのよう

な課題に取り組むた

めには、社会の幅広

い構成員の声を丁寧

に拾い上げることが

欠かせない。そこ

で、本サイエンスカ

フェでは、参加者か

らの「空飛ぶクル

マ」に対する期待と

課題をもとに議論を

行った。 
2022/03/14 「『空の移動革命』

はどのようにした

ら実現できるの

か？」 

九州大学カーボ

ンニュートラ

ル・エネルギー

国際研究所、福

岡市（リモート

併用） 

「空飛ぶクルマ」を

はじめとする「次世

代空モビリティ」の

社会実装によって実

現が期待される「空

の移動革命」を成し

遂げるためには、ど

のような ELSI 課題を

克服しなくてはなら

ないのかということ

について、本年度の

研究成果を踏まえて

報告と討議を行っ

た。 

50 名 

2023/03/14 「空飛ぶクルマ」

の社会実装におけ

る「社会受容」「社

会受容性」――

「モビリティー

ズ」の観点から」 

一橋講堂（対面

開催） 
「空飛ぶクルマ」の

社会実装における

「社会受容」「社会受

容性」について検討

を行った。 

70 名 

2023/09/06 「空飛ぶクルマ」

の社会実装におけ

る諸課題の検討 

出島メッセ（長

崎市） 
第 2 回ドローンサミ

ットの開催に合わ

せ、全国の自治体等

からの参加者と、「空

飛ぶクルマ」の社会

実装において検討す

べき諸課題について

のワークショップを

開催した。 

約 120 名 

2023/11/26 サイエンスアゴラ

「一家に一台『空

飛ぶクルマ』??!!」 

テレコムセンタ

ー（東京都） 
「空飛ぶクルマ」の

社会実装について、

小学生～中学生の自

動を交えたワークシ

ョップを開催した。 

30 名 
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2023/12/13 空の産業・移動革

命と都市デザイン

～福岡は空モビに

どう取組むべき

か？～ 

天神エルガーラ

ホール 
福岡、九州が「空飛

ぶクルマ」の社会実

装にどのように取り

組むべきかというこ

とについて議論を行

った。 

オンサイ

ト 48 名、

オンライ

ン 113 名 

2024/01/22 空のモビリティの

最新情報 
アクロス福岡 「空飛ぶクルマ」を

はじめとする次世代

空モビリティの再振

動について議論を行

った。 

オンサイ

ト 25 名、

オンライ

ン 48 名 

2024/02/13 空クル・ドローン

の運航に関するテ

クノロジー 

天神エルガーラ

ホール 
「空飛ぶクルマ」を

はじめとする次世代

空モビリティの運航

管理についての検討

を行った。 

オンサイ

ト 30 名、

オンライ

ン 45 名 

2024/03/07 「『空飛ぶクルマ』

の社会実装におい

て克服すべき ELSI
の総合的研究」

2023 年度成果報告

会 

オンライン 本研究プロジェクト

の 2023 年度の成果を

報告するとともに、

チェックリストの暫

定版を示した。 

50 名 

2024/03/11 未来の都市・社会の

形――テクノロジ

ーの発展、産業界の

動向、行政の対応、

社会・市民の責任 
 

アクロス福岡 近未来の都市デザイ

ンを見据えながら、

どのように「空飛ぶ

クルマ」の社会実装

を進めるべきかとい

うことについて議論

を行った。 

オンサイ

ト 42 名、

オンライ

ン 45 名 

2025/01/15 「『空飛ぶクルマ』

の社会実装におい

て克服すべき ELSI
の総合的研究」最終

成果報告会 

九州大学カーボ

ンニュートラ

ル・エネルギー

国際研究所、福

岡市（リモート

併用） 

本研究プロジェクト

の 2023 年度の成果を

報告した。 

対面 16
名、オン

ライン 32
名 

5-1-2．書籍、DVD など論文以外に発行したもの 
該当なし。 

5-1-3．ウェブメディア開設・運営  
・岡田惇史＝小島立＝黒瀬武史「《座談会》空飛ぶクルマの実装によって広がる可能性と課

題（価値の転換#1）」（新建築オンライン、2023 年 2 月 27 日） 

https://shinkenchiku.online/column/7101/ 
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5-1-4．学会以外のシンポジウムなどでの招へい講演 など 
・早稲田大学エクステンションセンターにおける講義「『空飛ぶクルマ』の社会実装において

私たちは何を検討すべきか？」（2024 年 2 月 10 日） 

5-2．論文発表 

5-2-1．査読付き（ 1 件）  
（1）Chapman A, Fujii H. The Potential Role of Flying Vehicles in Progressing the Energy 
Transition. Energies. 2022; 15(19):7406. https://doi.org/10.3390/en15197406 

5-2-2．査読なし（ 3 件） 
（1）小島立「デジタルプラットフォームにおける知的財産法の課題」法政研究 89 巻 3 号

（2022 年）637-656 頁 
（2）小島立「『空飛ぶクルマ』は私たちの幸福（ウェルビーイング）に資する移動手段とな

ることができるのか？」自動車技術 76 巻 10 号（2022 年）44-54 頁【招待あり】 
（3） 

5-3．口頭発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 

5-3-1．招待講演（国内会議 2 件、国際会議 0 件） 
（1）小島立「『空飛ぶクルマ』は社会に受け入れられる移動手段になれるのか？」（第 84 回

Q-AOS ブラウンバッグセミナー、 2023 年 2 月 15 日）  https://q-aos.kyushu-
u.ac.jp/events/events-bbs/3769/?archives 
（2）小島立「『空飛ぶクルマ』の社会実装において克服すべき『倫理的・法制度的・社会的

課題（ELSI）』の総合的研究」『RIETI 馬奈木 FF プロジェクト「人工知能のより望ましい社

会受容のための制度設計」第 11 回研究会』（リモート開催、2021 年 10 月 8 日） 

5-3-2．口頭発表（国内会議 26 件、国際会議 3 件 
 
（1）小島立「エネルギー・環境負荷グループ」（2024 年度成果報告会、2025 年 1 月 15 日） 
（2）小島立「チェックリストについて」（2024 年度成果報告会、2025 年 1 月 15 日）  
（3）成原慧「情報システムグループ」（2024 年度成果報告会、2025 年 1 月 15 日）  
（4）黒瀬武史「社会インフラグループ」（2024 年度成果報告会、2025 年 1 月 15 日） 
（5）寺田麻佑「横断領域グループ」（2024 年度成果報告会、2025 年 1 月 15 日） 
（6）小島立「企画趣旨」（2023 年度成果報告会、2024 年 3 月 7 日）  
（7）小島立「エネルギー・環境負荷グループ」（2023 年度成果報告会、2024 年 3 月 7 日） 
（8）成原慧「情報システムグループ」（2023 年度成果報告会、2024 年 3 月 7 日）  
（9）黒瀬武史「社会インフラグループ」（（2023 年度成果報告会、2024 年 3 月 7 日） 
（10）寺田麻佑「横断領域グループ」（2023 年度成果報告会、2024 年 3 月 7 日） 
（11）Ryu Kojima, The “Social Acceptance” of Urban Air Mobility (UAM) , 23rd Biennial 
Conference in Tokyo, The Society for Philosophy and Technology (SPT), 2023 年 6 月 8 日 
（12）Mayu Terada, Ensuring Transparency and Accepting Failure toward UAM（Urban 
Air Mobility）in the Process of Smart City Formation: Utilization of Special Zones in Japan, 
23rd Biennial Conference in Tokyo, The Society for Philosophy and Technology (SPT), 2023
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年 6 月 7 日 
（13）小島立「企画趣旨」（シンポジウム「『空飛ぶクルマ』の社会実装における『社会受容』

『社会受容性』――『モビリティーズ』の観点から」、2023 年 3 月 14 日）  
（14）小島立「エネルギー・環境負荷グループ」（シンポジウム「『空飛ぶクルマ』の社会実

装における『社会受容』『社会受容性』――『モビリティーズ』の観点から」、2023 年 3 月 14
日） 
（15）成原慧「情報システムグループ」（シンポジウム「『空飛ぶクルマ』の社会実装におけ

る『社会受容』『社会受容性』――『モビリティーズ』の観点から」、2023 年 3 月 14 日）  
（16）黒瀬武史「社会インフラグループ」（シンポジウム「『空飛ぶクルマ』の社会実装にお

ける『社会受容』『社会受容性』――『モビリティーズ』の観点から」、2023 年 3 月 14 日） 
（17）寺田麻佑「横断領域グループ」（シンポジウム「『空飛ぶクルマ』の社会実装における

『社会受容』『社会受容性』――『モビリティーズ』の観点から」、2023 年 3 月 14 日） 
（18）小島立「文化政策と科学技術イノベーション政策を架橋する取り組みをいかに進める

べきか？――『倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）』の観点からの予備的考察」『日本文化

政策学会第 15 回研究大会分科会 3−A「制度とシステム（2）」』（リモート開催、2022 年 3 月

21 日） 
（19）小島立「企画趣旨」『シンポジウム「空の移動革命」はどのようにしたら実現できるの

か？』（九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所、福岡市（リモート併用）、

2022 年 3 月 14 日） 
（20）アンドリュー・チャップマン「エネルギー・環境負荷グループ」『シンポジウム「空の

移動革命」はどのようにしたら実現できるのか？』（九州大学カーボンニュートラル・エネル

ギー国際研究所、福岡市（リモート併用）、2022 年 3 月 14 日） 
（21）成原慧「サービスグループ」『シンポジウム「空の移動革命」はどのようにしたら実現

できるのか？』（九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所、福岡市（リモート

併用）、2022 年 3 月 14 日） 
（22）黒瀨武史「社会インフラグループ」『シンポジウム「空の移動革命」はどのようにした

ら実現できるのか？』（九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所、福岡市（リ

モート併用）、2022 年 3 月 14 日） 
（23）寺田麻佑「横断領域グループ」『シンポジウム「空の移動革命」はどのようにしたら実

現できるのか？』（九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所、福岡市（リモー

ト併用）、2022 年 3 月 14 日） 
（24）小島立「『空飛ぶクルマ』の社会実装において克服すべき『倫理的・法制度的・社会的

課題（ELSI）』の総合的研究」『人間-AI エコシステム＆空飛ぶクルマ プロジェクト合同公開

シンポジウム』（リモート開催、2022 年 2 月 8 日） 
（25）山本薫「多数の空飛ぶクルマが安全に飛行するための制御や協調のあり方」『人間-AI
エコシステム＆空飛ぶクルマ プロジェクト合同公開シンポジウム』（リモート開催、2022 年

2 月 8 日） 
（26）有吉亮「都市交通システムにおける空飛ぶクルマの位置付けについて」『人間-AI エコ

システム＆空飛ぶクルマ プロジェクト合同公開シンポジウム』（リモート開催、2022 年 2 月

8 日） 
（27）寺田麻佑「ドローンの法的問題と空飛ぶクルマの法的問題の共通点と相違点」『人間-
AI エコシステム＆空飛ぶクルマ プロジェクト合同公開シンポジウム』（リモート開催、2022
年 2 月 8 日） 
（28）Ryu Kojima, Interdisciplinary Perspectives on Urban Air Mobility’s Ethical, Legal 
and Social Issues (ELSI), Legal Workshop between The University of Vienna and Kyushu 
University（リモート開催、2021 年 12 月 3 日） 
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5-3-3．ポスター発表（国内会議 2 件、国際会議 0 件） 
（1）2023 年度九州大学オープンイノベーションワークショップ（2023 年 11 月 15 日、九州

大学椎木講堂） 
（2）2022 年度九州大学オープンイノベーションワークショップ（2022 年 11 月 10 日、九州

大学椎木講堂） 

5-4．新聞/TV 報道・投稿、受賞など 
該当なし。 

5-4-1．新聞/TV 報道・投稿 
該当なし。 

5-4-2．受賞 
該当なし。 

5-4-3．その他 
該当なし。 

5-5．特許出願 

5-5-1．国内出願（ 0 件） 
該当なし。 

5-5-2．海外出願（ 0 件） 
該当なし。 
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